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八王子市長 波 多 野  菫 雄

本口 「I●連の人道的活動支援チャリテ ィーJをテー
マにした lj民 の第九コンサー トが開催 さ11ますことにし力ちお

lιいを1し いγます。人工
`フ

ィ′′'― ・・二
~を 1・いに 地域公

'の

合I';けを加えた

'“ 'の
コンサー トに

'Iし
て エ

■t力 多摩支ltの

“

,支1/.を賜 う ll眸 工企広1l tングーの御後援を頂さ 市
'難
く0し ます.

素IIら しいグストの御支援の もし 1'力
'1も

の練習 とえ

`'委

員会の運■デ村

“'つ

て盛 ILが ったコンサー トは lL攻

文イヒの成果 というべ く また許ヽのヽ金は人道的‖隆文献の面
力らも誠に意義あることです. 5月 に11逮広報tン ター

ミアン カドルデ ィン所長/●・:こ者会見に*り「されたll' 対 しくお話 しいた しました.'金
のご戊jljを念じます。

国連広報センター所長  ミア ン ・カ ドル デ イ ン

この美 しい街  入 「■liで行われます本日のコンサ
ー トに国連を代表 して‖l“できますことをり1常にマんでお 0ま す

本‖のコンサー トはタラシックキ来 という偉人な文化を伝えると共
に 不幸な場遡にある人々のtti″にも寄 与しよう

とぃうやかな育1造力菫4■る人1:rフ ィル
′ヽ一モ‐―の皆根のこ尽力によって実■ したものであ

'ま
す. 4,1に 11のr 表ヽ

す る 2名 の方が  」連の人道的活動を支援するコンサ
ー トを催 したいとの構想を持つて 当センターに兄たました.

″は迷わずに贅Ⅲlしました。アマチェアオ
ーケストラの立場か ら 現在 I「界1'で幅広 く●わt■ている日tの 人道lj活

1カを支援する構想は紫晴 らしく 演奏者と聰来の皆lltの普ぶ
によつてコンサー トは実現 しました.′ヽF`フ ィル

′―モ

ニー よい●に 1`' 人 E■ ljや1繰 ●委員会 人I`フ ィル
′`一モニー後援会から人さな後援を

'け

 ス東京電力多″

支店 もい贅71ため多人な支援 をなされました。私は■
j連をイヽ 表 して束京電力のごll力に しヽ力 ら感謝申し Lげ ます。

ベー トーヴェンのズ響曲第九番は水連の自由 とνびをテー
マ としてお うます力' 

このこ楽に触れることで 'tは ,1

会で,し んでいる弱者違に枚いの手をさしの
べなければならないというヽ道ljな表務に

'1す
る確「を強めること力'でき

る・
‐
です。人 l:イ市民の背様はこの崇,らな目的に対する貢献を望んで

おら1せる 私はこのことを大変喜んでお うます.

実行委員■ 新 村  浩

本 :は 「TEPC01i民 の第
'tコ

ンサー トメ=ご来場いただ き 誠にあ りが とうございます

シラーのFに よる 第九シンフオニー●
‐
護歌は '歓

単よ (フ・イデ)笑 しきⅢlの
'1き
控めきよJ I歌 わ4■ す.本 ‖

のコンサー トにこのlllが選ばれ  しかも1,氏・・オ
ーケストラとコーラスで満そされるのは誠に口

'期`●
なことで 型達人

「′市民にとってたいいIのなが

'現

し まさに 「フロイデJと いう言葉がびつた 0で す.

このコンサー トには 多くの方々のllptt t tキ意によつて実現いた しました。東京電力多摩支店様
には地域文化発展

のa趣 旨によう 絣続 して練H会 場を使
"に

せて項き ス贅Hの 街援Jlを項きました。お陰様で 本口は人場オ|を項か

す  多くの■様をご招llすることがで きまして 感謝にたえません.

入■ ■lj並びに市教育委員会の匈後援 も頂ざ 特にコF.・速今広報センターの衝後

'を

Jrlくことによつて 咽 述の人道

的工勁支IF.チヤツティーJに 参加させて頂きました.本 Π御入場の十楡
に募命をお願いし 演秦の 300余名の募金も添

えて いささかで もl■J菫の人通的,舌動に役 立たせていただ くことは 誠にイ,意表なことと″ じます.

そtlでは 郷 卜が誇 る人 E子 フィル′`一モニー 近隣の市民 も合めた熱ltの企
lttlll そして錦 [1 素晴 らしい花を添

えて ドさるグストの・t4:方 の紫F青らしい演秦をお楽 しみ ドさい。

東京電力多摩支店長 兒 島  伊 佐 美

平素は [|オ1'業 に

'す
し 格
"1の

ご●I解 とご協力をいただ き

'く

お

'Ll Lげ

ます。

さて ・■|では 地域 tと もに歩むエネルギーサービス企業 として 少 して も地域の
お役に

"ち

たいと瑯。 「
'れ
あ

いJを 企 ,;無に■楽やスボーツなど さまざまな活1カを通じてlL域文イヒ向 Lの
お

'伝

tを させていただいてお
'ま
す.

今いのコンサー トは 'ヽ 「rフ イル
′ヽ一モニーヽ弦豪 Jと  このコンサー トのために lj民 公募によう結成 した多

“地区のア,チ エア●u‖」による

'イ

■0の 「第りtJコ ンサー トです。

占楽を通 し 演奏イと 多

“

jL区の F栞 フアンの方々の 

“

にあいの場になっていただt'れば

'い

にイ|じ ます.

商 このコンサー トを開‖するにあた
' 
人 r r liならびに

'ヽ
三r ljttF,委,1会 1籠 理合広報センター 他 多敗の

方々のご協力をいただいたことに
'1し
 この紙

“

をおIF Oし '′ くお:し11し Lげ ます

入王子フイルバーモニー後援会会長 多 日  恵 行

皆様  ようこそおルで ヽさいました。 このコンサー トよ多くの方
々のlI11'`忠によつて実現 したも●lです.束

'(t力

多

摩 支

"iの

御夕■|は 旭域文化振興のlll趣旨をもって 万仲前支li長から
'ι
ヽ 支ri l(へと,ざ 継がれ 練習会場の使月lt

費
"〕

の御援助を

“

てきさ綺 してお 0ま す。人J:■1'並びに市取●委it会の御後板 も■
'難
く 又 1隊連/‐広報センターの

卸後援 も 咽 述の人道1,活動支援チャツティーJ■ ■の流 となりました.人 「rフ イ
ル′ヽ一モニー

` ''も

なく満10年

を迎 えようとしてお りますが 'い 1公募された●lH Jとは今後 も共満の機会を設けて 益
々地域 との交流を拡げ 1'民

文化の進展にヽ くして くれると期ヽ してやみません 今後 とも■様の御支援をよるしく
おЩい中 しL′ ます.
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`夕
tとtて  ベル

リン′サルソフ'レク ウィ
ーンで
'I■
を

“

も また1布「 人 1交キ十人 Jを

“

tで  カラヤ
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ルで も11

広い″ 4さ tr il昴1.ヵkたて もNHK′ 「Mツ サ イクル 名山アルバノ L名 のない占栞
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'カ

ルまで幅広 く11ル 「外
'し
|「メサ イアJな ど

のコン■|― 卜や  ドイ アツー ド中心0,フログラ′で
'サ
イタルを行う
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''辺
,llし,1者1 にヽ111' 1,8),
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「アテス[ガ ラティアJに ll lrさ

オ1てラ・ヒ・ェー  「コシ  フラ ントウ ′テJ「 |ン  ショ′ヾンニJ「
'奄
綺J「
`好

i力 |,。)●1lJ
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'イ
|●J・庵りIの

'ITJ「

ll々人へJ 「'デォ フェ ンクJ■ で
'1,,そ
|ろ

「″ナしJ「●クイエ′(モー ソ,ル ト
'J「
ヽの1欠(シ スタコヒ ンチ

'J「
交秤‖
":「

(ス

クリャービン)JIの ■1口;`ttて も1lrr

i"会

`■

t. J Ⅲll■人 ′計4口f究口ilIたⅢ
口中 誠

バ リ トン
‖ ti,来 人,‐ヽ 業 11人 1ltすベ ラ不||`r iチ 1,■|,′1り子1ど,■ 1 1" の I`1 にヽ

`Ⅲ
ll.198年 「=ェ ー'●ン

ベルクのマ イスタージン‐7-JO''ツ タスに急速代役て11ⅢⅢ デ

ビュー その功■ によう |'9Ⅲ ウインナーワー'レド オ
ベラrt(■ ジローオベラ■)を

,rt.

1982年ようズイヒli 1゙外|サ111 itとして

''興

し リツー コラー女史にlⅢ l'。「魔ヽJ「t.'

ィリア●メI夕
'Ⅲ
J「フ ィグロの■ハJ「スペー ドし

'久
「J「人:tい人ⅢIJヽで 1: な々,を ● ■る

その他コンサー トで独川1名としてilytr. l Ⅲl会会」t.
松 本 進



■国連広報センター所長  ■国連の人道的活動支援TEPCO市 民の第九実行委員会

実行委員長

新 村  浩

演奏委員 :

兒島伊佐美

多田 恵行

新 村 浩

内藤 武彦

白井幸四郎

川口 秀雄

村山 博昭

木 村 宏

五十嵐 淳

顧

委 員 長

冨1委員長

事 務 局

同 会言十

ミアン・カドルディン氏

Mr mian oadrud‐ Din

山同

‐

壇 信

~~|

|

,

「竃議珂 木村 宏 ・五十嵐 淳 。R KELLER・藤井 範子

ビア/伴奏管弦楽指導 合唱指導 ドイツ語発音,議

プログラムノート

べ11の満

^会

では  本J,来のF来 「

"〔

楽Jと 近イヽの,IIで ′t,上した 「交鋼i出lJと いう

iつ。
"W“
1句な計来を1'i^します.

山岡重信編 山  越天 楽 (えてん ら く)

富1楽は  511ネ 己

“

t力 r,卜 ,1イ己げ●=力 けて  '1 1を はじめイし0,ア ,'ア|`国力 らイ云オ,ってき

たI来 と  本に占くか
',あ
つた出`栞が融合し 1卜

`ヒ

したもので 茶lt l′安
'キ
r にヽは rt

放 |[会で人,イ[行しました.“ 人は 奈良  1′安の1+代から, に
'る
までの T'l ri年もの

,1 ■  や神I「 ■院の■人 (がくじん)た ',に
よ ,́て

'け

継がれてきましたが  今 で

は,'I口,iの 来‖
`の
人とや  そのイしの口r究グルーフの人,上が演

^す

る
''外
はあまう盛んでは

あ りません.

|lil●I楽 ようiか に水いII彙を11ち t力 も美しい 本の「栞がこのまま
'電
Itてしま・

て もヽt もので しょう力 ?'■f まヽ ,II II来に
'テ
され過 ぎていると,: ,́では,ヽ すぎて し

ょう力 ?

「越人来Jの ■弦来版は近lljtt fFのII出がイ,名ですが 本 はり旨IFをしていただいてヽ

ろ山Ⅲl rイ.:t■υ
'・
l JIてお聴 きいただきます.

ベー トーヴェン 交響曲第 9番二短調、作品125「合唱」

tま さらi屯円Iの必要もないはどにイ,名な
「■
'し
Jで す.年 本の |卜 での

'''Lフ

イーバー

ボ リにはや 0過 ぎの感を禁じ″|ませんが   本人が

"'し

を本

“

になrんでいるということは

“

力なようで¬ . この  本llけ十の年末イ,11もヽ t近ではヨーロ ン
パカi逆lit人こ ベー トヴェ

ンtつか りのす也 ■栞の都ウイーンでは′

“

■人唯 にコンツェル ト′ヽウスでヴイーン交

'I栞
寸が,,'しを11たしています

夕,'しとヽ うと
`1来
1'のイト叶lばかつに感じウ

i●われがt,です。 し力し 丼 楽十の緊張感

や
" 
楽::でのテインパニの人活‖もオ1徴||で 心患力ltるF楽です。そして "i■ Ⅲ

はまさに人口に
'|ら
んば力りのじ

'し
よい出■ではありませんか.

本 は ′ヽ ● フ ィル′ヽ一モニー

''1玄

来 1と  この面

^会

の ために‖成 された
'マ
チェ

ラ伸 II J ′ヽ 「 rフ ィル′ヽ一モニー 伸 |‖|と の 共●です.lt後 まで
お楽 しみ くだ さい.

(文rti l11)
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八王子フィルハーモニー合唱団(男声)
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鵬回□ロウイーン ベートー先 ン・マップ
ベー トーヴェンは 終馬の地となるウィーンとその1制

辺で 35年のは1になんと7,い0りっ越しをしています.

このため ウィーンには 1■の旅行では,1り切れないほ

どベー トーヴェン対連のた跡があります。その 部を地

図1こしてみました。あまり1:確なレではありませんが

旅行にイテか41るときなど●l参考にしていただければ |い

です。観光地Xと tLlヒベていただければおおよその位置

はわかると思います (史跡の1日千を・・
べ この地図で,こ

'そ
つけてからir絆1なjLレで探すと目的の場所をみつけ

やすいでしょうヽ

本日の公演に|キに対迎深いのは

4 182324 4 1第
'し
交響Ⅲlを完,よした家

D UNO―C"y〈 可jE曽

`市
)で す。

1 バスクァラティンヽウス 1804-15年  繰 り返 し何度か住んだ家 「迪命Jな どを11晰

2 ロプコヴィッツi 1807年 「え雄Jの 』1公開初

“

i 3 ベー トーヴェン記念像

` 1823-21年
 第
'し
交響‖|を完成した家 5 181711の ■

":が

あった

6 ラズモフスキー

' 

サロンでいろいろなおi^会 が,‖か4tた

7 1822/10-1823'5ま でのイLE 現41はベー トーヴェンの名を冠 したレストラン

8 アン デア ウィーン劇場  9 1819-20年 の冬 「ミサ ソレヱ、ニス」の 部を

“

1詢

10 ■位一体教会 1827年 3月 2つロ ベー トーヴェンの′1儀が行われた

11 1827年 3月 2611 ベー トーヴェンが

'ヒ
亡した家 12 '央 /.・地 ベー トーヴェンの要

]3 1823年の住ル:があった 14 シューベル ト公劇 最初の輩

15 エロイカンヽウス 180311「え雄J'卜 た,11 16 ′ヽイリゲンシュタットの遺 f卜の家

17 1817年 と2411 ■の住

“

: 18 18]7年 の■ル:

19 1808年クリルバ′レツァーと住んでいた家 「1腺IJを作山 21 182211の イト‖

20 1815年 チェロソナタ作:|,102を作山 22 ベー トーヴェンの小径

23 小径の途中にある 「ベー トーヴェンの憩いJと いわれる場所 胸像がある

24 ベー トーヴェンの散歩姿の記念像

A ウィーン1日立歌劇場 B シュテファン教会 C I:■ (′ヽプスブルク家の本II殿)

D UNO― City(同jL都li)E プラター公||“央画 「第 1のり;Jに ‖|てくる人観[11

F ベルヴェデーレritt G シェーンブルン

'1殿

 マツー アントワネ ットカンにまれた

H ドナウ河 I ドナウ速河



―ハ土すフイルハーtニー冒■素回CハエTノイ′レハ
~■
―
~i幅 凹

‐

八王子フィルハーモニー管弦楽団は 983年 月 市民の有志により設立されたアマチュア オーケ

ス トラで 入工子及び近隣の市民 〈中学生から高校 大学生 社会人男女そして高齢者まで)の 幅広

い年齢層約70名で組織されており、今日まで満 9年 に近 く 定期演奏会 1回を中心に 地域的な演奏

会 (学校コンサー ト、駅コンサー ト)等  合わせて40回にも及び 平成・c■ 2月 の
「大喪のオし」での

追悼演奏もNHKTVに 放送され話題を呼びました。

プロとの共演も 「フルー トとボーカル :神崎崚 (曰野市民オーケストラと合同)」
「ヴアイオリン :

千住真電子J「ピア/:神 谷郁代J「ビア/:伊 藤恵」の先生方と、貴重な経験を積みました。

今回の 「第九Jに は 山同重信 秋山恵美子 妻鳥純子 口中誠 松山ItL 諸先生のこ好意で共演

が実現 合唱団の協力のもと 八王子フィルハーモニー発団以来の念願だつた
「第九 〈全曲演奏)」

を市民の皆さんにこ披露できるのは本当に嬉しいことです.

市民の合唱団との共演も
「ニューイヤーJ「広がれ歌の輪Jに 続き3回 日になりますが 

「第九」を

機に八王子フィルバーモニー合唱団 (立川富美代団長)を 組織 しました。
「第九」に参集された方が

多いと思いますが オーケス トラとの共演は楽しいもの、幅広 くいろいろな||で共演の機会を設けて

いきたいと願つております。

今回のコンサートに寄せられた東京電力多

摩支店のご支援 国連広報センター・八王子

市 同教育委員会広報課 新聞各社 八王子

フィルハーモニー後援会のこ後援に感謝申し

上げますと共に 多くの方々のチヤリティー

に私共団員の募金も添えて国連人道問題局に

寄託できることに 演奏活動を通して人道的

な連帯感をもつことの意義を党えるものです。

皆様 本当にありがとうこぎいました。

八王子フィルハーモニー管弦楽団と八王子フィルハーモニー合唱団

TEPCO・ INFOMrfON

東京電力多摩支店では 春と秋の年 2回  多摩地区の大学生による
「TEPCO多摩大学音楽祭Jを 開

催 しています。

80校もの大学の集まる街  多摩 このキャンパスには、それぞれ活動している たくさんの音楽サ

ークルがあります。

この音楽祭は、音楽を通じ お客さまとの. れヽあいの場を深めることを目的として平成 2年 6月 に

スター トしました。

第 6回 については、 2月 5日 (■)17時 (予定)よ り八王子市民会館にて 開催いたします。今回も

企画 運営 舞台 照明 司会とすべて学生のみなさんの手件りによるものです。

是,|=来 場いただき、若さとパワーを秘めた熟気機れる演奏をご観賞いただければ幸t でヽす。

ジャンル……ビック′ヽンドを中心としたスタンダードジャズ。

(お問い合わせ先)東 京電力 く株)多 摩支店

誉彙郎 営業企画グループ

大学音楽祭事務局迄

● (0426)42-5201


